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研究成果の概要： 

 

専ら時間軸上で構築されてきた従来の学的パラダイムを空間軸に沿って見直し、これまでの

空間把握の営みの成果を取捨選択しつつ、人文・社会科学における諸概念を再構成していくた

めの基底的研究を進めた。文献会読、フィールドワーク、個別研究を通じて、政治学・経済学・

農政学・地政学や、景観・海域・宗教・戦争で問題とされた空間に関する思想や実践のありか

たを明らかにしつつ、従来前提とされていた諸概念を再検討した。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 3,300,000 0 3,300,000 

2006 年度 2,900,000 0 2,900,000 

2007 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

2008 年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

  年度  

総 計 10,400,000 1,260,000 11,660,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・思想史 

キーワード：空間、統治システム、地政学、景観、思想史、海域世界、宗教、農政学 

 

１．研究開始当初の背景 

地域 region という概念の語源である 

regio は、至高の権威を授かった王 rex が

境界を画定し祭事を司る行為としての 

regere fines，regre sacra から発しており、

また日本において統治を示す概念が空間に

ついて知ることである「治（しら）す」とし

ていたことなどからも明らかなように、空間

をいかに認識する力を持つかということは、

統治のあり方を決する枢要な要因となって

きた。また国民国家と植民地の形成が同時並

行的に進んだ近代においては、空間管理の技



法とその実践とによって、資本と政治権力に

よる空間的ゾーニングとその域内での監視

体制の強化が進められた。こうした空間認識

の再編成は同時に自己の認知可能な空間の

拡大運動となっていった。その過程において

人々は、身体的に体感不可能な空間を自己に

馴染みやすい空間へと変換することを強い

られ、理論家たちも空間認識の変容と提示を

迫られていった。 

しかしながら、近代の人文・社会の諸科学

は、さまざまな空間を空間そのものとして捉

えることを回避し、対象となる同時代の空間

的差異を文明―未開、進歩―停滞といった時

間軸に沿った関係に置き換えてきた。また近

年、グローバル化の進展で領域的支配をもた

ない超境界的な「帝国」の支配に目を奪われ

るあまり、さまざまなかたちで生起してきた

空間を分節化するダイナミズムが一層見失

われる趨勢にある。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、専ら時間軸上で構築され

てきた従来の学的パラダイムを空間軸に沿

って見直し、これまでの空間把握の営みを拾

い上げつつ、人文・社会科学の諸概念を再構

成するための基底的研究を進めることにあ

る。住居から農地、自然環境、植民地、海域、

大陸にいたる、さまざまなレベルの空間に投

げかけられた思想的営為を網羅的に比較分

析することを通して、従来の人文・社会科学

を「空間」なる視座から再検討する。こうし

て身体から始まって家族・社会・国家・世界

に至る「空間」編成をめぐる思想や概念を社

会的コンテクストから逆照射し、グローバル

化に対応した「新しい空間思想」に基づく空

間把握・認識理論の構築を試みる。 

 

３．研究の方法 

近代における政治・経済・文化の国外進出過程

のなかで、当事者たちが紡ぎ出した表象としての

空間を、現地調査によって実際に彼らの空間イメ

ージの生成過程を追体験しながら、整理する。ま

た、空間思想が生成し、展開していく現場である

経済活動や生活世界に注目していくため、政治

学・法律学、経済学、民俗学、宗教学、農学、海

域世界論の専門家を、日本・アジア・イスラーム

世界・ヨーロッパと研究地域が偏りなく網羅され

るように集め、それぞれの各分野に現れた空間思

想を比較思想史的に分析していく。 

 

４．研究成果 

多数の文献資料の検討と、十数回にのぼる国内

外におけるフィールドワークによって、質・量と

も充実した研究成果をえた。すなわち、これまで

時間軸で構成されてきた社会認識を空間軸の導

入によって再構築を試みつつ、空間把握の思想的

展開を、政治学、経済学、民俗学、農学さらにイ

スラーム思想にも着目して総合的に再検討した。

具体的には、「景観」「風景」など、空間をイメー

ジする思想的営みがもつ政治的・経済的機能を明

らかにしつつ、東洋／西洋、都市／農村という枠

組みにとらわれることなく、海、山、河、草原、

森、植物、動物、土壌などの自然構成要素が、日

本・アジア・ヨーロッパにおける空間思想与えた

影響を現地調査と文献読解の統合によって明ら

かにした。さらに、戦争と空間形成の関係につい

ても考察をすすめた。一例として、ナチズムを比

較史的に検討する公開シンポジムを開催し、研

究成果の社会への還元も試みた。このように

本科研プロジェクトによる研究成果は、たと

えば研究代表者が編者となった岩波講座

『「帝国」日本の学知』シリーズの第 8巻『空

間形成と世界認識』を公刊したように、多数

の学術論文・単行本・翻訳書の公刊や学会報

告のかたちで、学界や社会に向けて公表され

ている。 
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